




















要約:幼児期の心身の健康を維持し増進させるためにも、母親をはじめとする家族の適切な

養育が不可欠であることはいうまでもない。母親や家族の養育条件に問題がみられ、その

結果として幼児の発育発達・生活・情緒・健康状態に何らかの支障が生じていたり、将来

問題の発生の危険性を有するケースに対する継続的支援の場としての「母と子の遊びの教

室」の開発目的として、今年度は、その「教室」の運営に関するモデルプログラム案の作

成とそれを実地において応用し、その有効性を検討した。 

モデルプログラム案は、実施要網・運営方法・遊びのプログラム・評価及び記録について

の内容で作成した。また、実地における検討は、3県 5地域において実施した。「教室」の

必要性に関しては十分に認識され、それぞれの地域の特性に応じたプログラムに基づく「教

室」の実施の重要性を確認し、次年度に向けてのモデルプログラムの作成に必要な十分な

資料の収集ができた。 


